
( 2026年度・リハビリテーション科学部 )

積雪寒冷地の生活と諸問題

[演習]　第３学年　通年　選択　1単位

《担当者名》○浅野葉子　yokoa@hoku-iryo-u.ac.jp　鈴木英樹　長谷川純子　朝日まどか　児玉壮志　佐藤一成　只石朋仁

【概　要】

　リハビリテーションを進めていく上での基盤となる「人々の生活」と「地域特性」に関する興味を涵養し、積雪寒冷が人々に

及ぼす影響と、健康増進のための方策について学ぶ。

【学修目標】

一般目標

　北海道の風土と生活について理解を深めるため、道内各地域の個性ある風土から形成された産業、文化の特徴、生活上の諸問

題を、具体的な事例をあげながら分析し、そのことを通して地域理解と地域の課題解決のための糸口を説明できる。また、積雪

寒冷地が抱える生活課題を理解するために、積雪期と非積雪期の生活の相違や積雪寒冷が心身に及ぼす影響について学び、その

影響や、影響軽減のための方法について説明できる。積雪寒冷が地域住民の生活に及ぼす様々な影響を理解する。

行動目標

1．積雪寒冷地特有のライフスタイル（衣）について説明ができる。

2．積雪寒冷地特有のライフスタイル（食）について説明ができる。

3．積雪寒冷地特有のライフスタイル（住）について説明ができる。

4．積雪寒冷地の人々が抱える生活の現状や課題を説明することができる。

5．積雪寒冷地の人々が抱える生活課題の改善のための具体的な提案ができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 オリエンテーション、積雪寒冷が健

康に及ぼす影響①

・積雪寒冷地の生活と諸問題を学ぶ意義について

・講義の進め方について

・積雪寒冷が地域在住高齢者に及ぼす影響（身体機能

面を中心に）

鈴木英樹

浅野葉子

2 積雪寒冷が健康に及ぼす影響② ・積雪寒冷が地域在住高齢者に及ぼす影響（心理社会

面を中心に）

浅野葉子

3 積雪寒冷地での生活現状を知る ・生活スタイルや住民の特徴 鈴木英樹

特別講師：池田貴夫

4 フィールドワークに向けたオリエン

テーション①

・フィールドワークの目的や具体的な実施方法につい

て理解する

全教員

5

6

フィールドワーク① ・積雪寒冷地に生活する高齢者の生活の様子や健康課

題についてヒアリングを行う①

・地区踏査

全教員

7

8

フィールドワーク② ・積雪寒冷地に生活する高齢者の生活の様子や健康課

題についてヒアリングを行う②

・高齢者へのインタビューと介護予防体操の実践

全教員

9 前期のまとめ ・フィールドワーク①②を振り返り、次回のフィール

ドワークに向けた準備を行う

全教員

10 フィールドワークに向けたオリエン

テーション②

・フィールドワークの目的や具体的な実施方法につい

て理解する

全教員

11

12

フィールドワーク③ ・地域の高齢者クラブに出向き、健康課題解決に向け

た提案を行う①

・ミニ講話（健康課題に対する）と介護予防体操の実

践

全教員

13

14

フィールドワーク④ ・地域の高齢者クラブに出向き、健康課題解決に向け

た提案を行う②

・スポーツ大会競技への参加、リスク管理

全教員

15 全体のまとめ ・講義での学びとフィールドワークについて振り返る 全教員

【授業実施形態】



( 2026年度・リハビリテーション科学部 )

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

レポート　100％（定期試験・追再試験後に、問い合わせがあった場合模範解答を提示する）

【教科書】

教科書は使用しない（その都度プリントを配布する）

【参考書】

須田力　他　著　「積雪寒冷地における高齢者の生活と運動」　北海道大学図書刊行会　1997年

池田貴夫　著　「なにこれ！？北海道学」　北海道新聞社　2013年

坂倉恵美子　編著　「積雪寒冷地における高齢者の居場所つくり」　（株）ワールドプランニング　2014年

【備考】

フィールドワーク時にはグループ分けを行う。

【学修の準備】

当別町や新篠津村をはじめ、雪国の暮らしや文化に興味を持って講義に臨むこと。

予習に関しては、次回講義内容に関する点について教科書や参考書を読んでおくこと（20分）。

また、地域演習に際しては、コミュニケーションや問診技術等について十分に予習し臨むこと。

復習に関しては、配布資料や講義内容に基づき、適宜教科書も読みながら講義内容を復習し次回講義に備えること（20分）。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

（DP2）最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさまざまな分野において科学的根拠を有する

専門技術を提供できる能力を身につけている。

【実務経験】

鈴木英樹（理学療法士）、長谷川純子（理学療法士）、佐藤一成（理学療法士）、浅野葉子（作業療法士）、朝日まどか（作業

療法士）、児玉壮志（作業療法士）、只石朋仁（理学療法士）　

【実務経験を活かした教育内容】

医療機関及び介護保険施設・行政からの委託事業での実務経験を活かし、講義する。


